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Abstract：The founder of the Methodist movement, John Wesley, published his first hymnal “A 
Collection of Tunes Set to Music as They are Commonly Sung at the Foundry” (Foundry Collection) 
for people who attended his church. However, the hymnal was criticized as the second edition was 
never published, in addition to the use of atypical music notation for the tunes. This research paper 
aims to assess the accuracy of such comments and discusses the artistic value of the Collection in 
addition to the faith of the Methodist movement that was established during this time.
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Ⅰ．はじめに
　『ファウンダリー・コレクション』“A Collection of 





























































































はOld 81st （Cripplegate Tune p. 23），Old 112th （or 
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注
１　ウェスレーは1738年５月24日の夕べ，アルダス
ゲートでもたれたモラヴィア派の集会に参加し，
「アルダスゲートの回心」のときを迎える。この時彼
は，「不思議に心が燃える気がした」と言い，メソ
ディスト信仰の神髄でもある「ただキリストへの信
頼」と「罪からの完全な自由の確信」を得，活発な
伝道活動に励むようになる。
２　重富勝己「第１章ボランティアの沿革と理論」深
尾幸市編著『ボランティア概論』所収【1-33】久美
株式会社　2004
３　これは，ジョン・ウェスレーが讃美の力を初めて
目の当たりにした体験によっている。ジョージア伝
道にむけ1735年10月４日に出発したものの，途中何
度もひどい嵐に遭遇した。しかしそのような嵐の中
でも，同船していた26名のモラヴィア教徒たちは動
揺することなく，一心に讃美を歌っていたのであ
る。そして，彼らの心の平安が，その讃美に依って
いることに気付いたのである。それからジョンは彼
らの姿に深く感動し，彼らと話をするためにドイツ
語の文法を習い，また彼らの讃美歌『フレイリッヒ
ハウゼン 歌集Freylinghausen Gesangbuch』を学
ぶようになったという（山本　2012，28）。
